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若
者
の
雇
用
の
受
け
皿
づ
く
り
に
向
け
て

　

日
本
海
に
浮
か
ぶ
佐
渡
島
は
、
面
積
が
約
八
五
五
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
海
岸
線
は
約
二
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
、
日
本
最
大

級
の
島
で
す
。
気
候
は
海
洋
性
で
、
四
季
の
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。

雪
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
新
潟
県
の
離
島
と
い
う
こ
と
か
ら
、
寒
い

印
象
を
持
た
れ
ま
す
が
、
佐
渡
沖
を
流
れ
る
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受

け
る
た
め
、
積
雪
は
本
土
よ
り
も
少
な
い
状
況
で
す
。
島
内
で
は
、

豊
か
な
土
壌
と
気
候
を
活
か
し
た
農
業
や
漁
業
な
ど
が
営
ま
れ
て
い

ま
す
。
農
業
は
米
づ
く
り
が
中
心
で
、
柿
な
ど
の
果
樹
栽
培
も
盛
ん

で
す
。
漁
業
で
は
イ
カ
や
ブ
リ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
酒
の
蔵

元
も
多
く
、
地
酒
フ
ァ
ン
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
ト

キ
・
金
銀
山
・
佐
渡
お
け
さ
・
鬼お
ん
で太

鼓こ

・
能
と
い
っ
た
観
光
資
源
も

豊
富
な
島
で
す
。

　

平
成
一
六
年
の
市
町
村
合
併
で
一
島
一
市
の
佐
渡
市
と
な
り
、
人

口
約
七
万
人
の
自
治
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、
同

二
七
年
国
勢
調
査
で
は
約
五
万
七
千
人
、
そ
の
後
も
人
口
が
年
間
約

千
人
ず
つ
減
少
し
て
い
く
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
、
高
校
卒

業
後
の
就
職
・
進
学
に
よ
る
島
外
へ
の
転
出
が
著
し
く
、
若
年
層
の

流
出
な
ど
に
起
因
す
る
社
会
減
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
施
策
の
一
環
と
し
て
平
成
二
九
年
度
に
設
置
し
た

「
佐
渡
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
開
設
以
来
、
約

一
三
五
〇
件
の
移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
う

ち
半
数
近
く
を
若
い
世
代
が
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
若
者
を
中
心

と
す
る
相
談
者
に
対
し
て
、
暮
ら
し
な
ど
に
関
す
る
各
種
情
報
の
提

供
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
交
流
支
援
な
ど
を
行
な
い
、
移
住
・

定
住
人
口
の
増
加
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
雇
用
の
受
け
皿
づ
く
り
と
し
て
、
起
業
、
第
二
創

佐
渡
市
移
住
交
流
推
進
課
長　

渡
邉 

一
哉

新潟

両津

小木

直江津

佐渡島

20km

佐渡島：新潟市の北西45kmに位置し、
面積約855.61km2、周囲約280.9km、
人口52,467人（令和3年3月末現在）
の日本最大級の島。北の大佐渡山地
と南の小佐渡山地に挟まれた中央部
に広大な国中平野が広がる。対馬暖
流の影響で、冬は暖かく、夏は涼しい。
トキや金銀山、能など文化財の宝庫。

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
拡
大
と
経
済
活
性
化

──
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催

佐渡島
（新潟県佐渡市）
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〈
起
業
に
失
敗
し
な
い
島
〉
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

　

本
市
で
は
、
令
和
三
年
二
月
、
日
本
全
国
か
ら
優
秀
な
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
を
佐
渡
に
誘
致
す
る
た
め
、「
Ｎネ

ク

ス

ト

Ｅ
Ｘ
Ｔ
佐
渡
」
と
の
共
催

に
よ
り
「
佐
渡
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
１
」
を
初
開
催
し
ま

し
た
。

　

創
業
・
企
業
誘
致
支
援
チ
ー
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
佐
渡
」
は
、
平
成

二
七
年
冬
に
島
の
若
手
経
営
者
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

以
来
、
銀
行
や
県
・
市
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
創
業
（
希
望
）
者
に

対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
を
行
な
っ
て
き
て
お
り
、
当
時
は
す
で

に
一
〇
社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
こ
の
支
援
を
利
用
し
て
島
内
で
創

業
な
い
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
佐
渡
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
こ
の
従
来
の
取
り
組
み
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

し
、
全
国
か
ら
挑
戦
者
を
広
く
募
集
す
る
形
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
市
内
に
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
新
規
雇
用
を
見
込

む
起
業
希
望
者
、
あ
る
い
は
設
立
後
一
〇
年
未
満
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
経
営
者
を
対
象
に
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
、
佐
渡
市

雇
用
機
会
拡
充
事
業
補
助
金
（
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持
推
進

交
付
金
を
活
用
）
の
優
遇
措
置
、
起
業
支
援
施
設
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
賃
料
補
助
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
佐
渡
に
よ
る
創

業
後
の
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
の
特
典
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
全
国
か
ら
一
一
件
の
応
募
が
あ
り
、
書
類
に
よ
る
予
選

審
査
を
通
過
し
た
五
件
が
本
選
に
進
み
ま
し
た
。
本
選
で
は
、
金
融

や
不
動
産
、
Ｉ
Ｔ
業
界
な
ど
一
〇
名
か
ら
な
る
審
査
委
員
に
対
し
、

業
（
後
継
者
が
先
代
か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
後
に
行
な
う
業
態
転
換
や
新
事

業
進
出
）
支
援
や
企
業
誘
致
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
経
済

活
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
な
ど
人
や
企
業
に
地
方
分
散
の

流
れ
が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
本
市
や
「
一
般
社
団
法
人
佐
渡
観
光

交
流
機
構
（
以
下
、
佐
渡
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）」
で
は
、
昨
年
度
か
ら
企
業
誘
致
な

ど
の
分
野
で
新
た
な
事
業
を
始
め
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
島

内
の
雇
用
拡
大
、
経
済
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

稿
で
は
、
そ
の
中
か
ら
特
徴
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

特集　島から考える日本・Ⅴ

佐渡ビジネスコンテスト2021の募集画像。

ウェブ会議システムを活用した本選のプレゼンテーションの模様。
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た
な
視
点
の
獲

得
な
ど
を
通
し

て
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
開
発
や

チ
ー
ム
ビ
ル
ド

の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
こ
で

得
た「
人
と
人
」

「
課
題
と
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
」

「
首
都
圏
と
地

方
都
市
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
要

素
や
可
能
性

（
Ｄ
ｏ
ｔ
ｓ
＝
点
）

を
つ
な
い
で
い

く
こ
と
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
や
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
の
発
見

に
も
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
佐
渡
で
の
企
業
研
修
の
誘
致
や
起

業
を
促
進
す
る
事
業
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
人
と
組
織
に
関
す
る
調
査

研
究
・
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
専
門
と
す
る
株
式
会
社
パ

ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
と
連
携
し
、
企
業
の
人
事
担
当
者
向
け
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
経
て
、
一
〇
月
に
初
め
て
企
業
研
修
を
受
け
入
れ
ま

参
加
者
が
事
業
内
容
や
展
望
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
釣
り
人
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
提
供

す
る
Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
株
式
会
社
が
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
鮮
魚

の
産
直
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
発
・
運
営
す
る
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
Ｍ
Ａ
、
誰
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
で
き
る
ア
プ
リ

を
開
発
・
運
用
す
る
mミ

ン

ト

i
n
t 

gガ
バ

テ

ッ

ク

o
v
t
e
c
h
株
式
会
社
が
入
賞

し
ま
し
た
。
こ
の
三
社
は
、
今
年
度
中
に
整
備
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
入
居
し
、
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
た
企
業
誘
致
活

動
を
行
な
う
と
と
も
に
、
佐
渡
の
資
源
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
の
整
備
を
進
め
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
後
も
本
市
に
拠
点
を
置
き
続
け
る
価
値
の
あ
る
〈
起
業
に
失
敗
し

な
い
島
、
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
く
る
島
〉
の
確
立
（
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
）
に
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
」

　

令
和
二
年
八
月
に
佐
渡
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、「
越
境
的
学
習
」
に
よ
る
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
サ

ド

ッ

ツ

Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
越
境
的
学
習

と
は
、
自
ら
が
所
属
す
る
職
場
や
組
織
の
枠
を
自
発
的
に
越
境
し
、

い
つ
も
の
環
境
以
外
に
学
び
の
場
を
求
め
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

「
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
」
は
、
島
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
対
象
に
、
島

の
魅
力
を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
多
様
性
へ
の
気
づ
き
や
新

「SADOTS」での議論の様子。会場は金井能楽堂。
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て
「
佐
渡
ク
リ
ー
ン
認
証
制
度
」
を
開
始
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に

対
応
し
た
感
染
症
対
策
を
行
な
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
関
係
人
口
の
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
移
住
定
住
・
起
業
の
島
〉
を
目
指
し
て

　

今
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
佐
渡
市
移
住
交
流
推
進
課
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
新

設
な
ど
を
通
し
て
、
企
業
を
受
け
入
れ
る
態
勢
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
一
定
期
間
島
の
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
お
試
し
住
宅
の

増
設
な
ど
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
が
島
で
の
生
活
を
気
軽
に
体
験
で

き
る
仕
組
み
の
拡
大
、
空
き
家
の
改
修
整
備
支
援
な
ど
小
さ
な
負
担

で
移
住
で
き
る
よ
う
な
受
け
入
れ
態
勢
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、

移
住
定
住
の
受
け
入
れ
を
拡
大
し
、
島
へ
の
定
着
者
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

　

加
え
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
佐
渡
や
佐
渡
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
佐
渡
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
島
内
外
の
企
業
・
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
移
住
定
住
を
含
む
関
係
人
口
の

創
出
と
企
業
誘
致
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
（
佐

渡
で
）
暮
ら
す
・
働
く
を
一
体
的
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
材
が
安
心
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
〈
移
住
定
住
・

起
業
の
島
〉
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�

■

し
た
。
こ
の
時
の
研
修
で
は
、
ま
ず
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
郷
土

料
理
の
調
理
体
験
を
行
な
っ
た
後
、「
サ
ド
ガ
シ
マ
・
ク
エ
ス
ト
」

と
題
し
て
佐
渡
で
活
躍
す
る
方
々
か
ら
島
の
魅
力
や
課
題
を
直
に
聞

き
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は
、

地
元
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
得
た
気
づ
き
や
学
び
を
言
語
化
し
、
共
有
し
ま
し
た
。

　

初
年
度
は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
含
め
て
約
三
〇
名
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
利

用
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
、

佐
渡
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

販
売
す
る
際
に

は
、
企
業
に
加

え
て
、
専
門
学

校
も
対
象
と
す

る
な
ど
、
多
方

面
へ
の
働
き
か

け
を
行
な
う
予

定
で
す
。

　

な
お
、
佐
渡

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、

全
国
に
先
駆
け

特集　島から考える日本・Ⅴ

昭和43年佐渡島生まれ。明
星大学卒。平成4年、旧佐和
田町役場採用、同16年の市
町村合併により佐渡市職員
となる。教育委員会、観光
振興課などを経て令和3年
より現職。

渡邉一哉（わたなべ かずや）

ワークショップでは、フィールドワークで得た気づきや学びを言語化。


